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戦争のない世界 ― いつか来る？


© 2025 Watch Tower Bible and Tract Society of Pennsylvania




この出版物は販売を目的としたものではありません。世界的な聖書教育活動の一環として提供されており，その活動は自発的な寄付によって支えられています。寄付をしたいと思われる方はdonate.jw.orgをご覧ください。聖句は，特に注記がない限り，「新世界訳聖書」からの引用です。

「ものみの塔」誌は，宇宙を治めるエホバ神をたたえます。また，天にある神の王国が間もなく悪を完全に取り除いて地上をパラダイスに変える，という希望を人々に伝えます。そして，イエス･キリストに信仰を持つように勧めます。イエスは人々が永遠に生きられるように命を差し出し，今は神の王国の王として治めています。1879年以来ずっと発行されてきた本誌は，政治と関わりを持たず，常に聖書を基盤としています。







初めに




世界から戦争がなくなってほしいと思いますか。多くの人はそうなってほしいと思っています。でも，実現は難しいと考えます。聖書を読むと，人類がなぜ戦争をなくすことができていないかが分かります。また，世界平和は不可能ではなく，間もなく現実になるということがはっきり分かります。



この雑誌に出てくる「戦争」や「紛争」という言葉は，政治的な目的を達成するために行われる武装した集団同士の戦いのことです。一部の人名は変えてあります。
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[image: 左: 兵士の顔の上半分だけの写真。下は切り取られている。右: 年配の女性の顔の上半分だけの写真。下は切り取られている。]



戦争の恐ろしさ


戦争や武力紛争は人々に深い傷を負わせます。そういう悲惨な経験をしている兵士や一般市民が世界各地にいます。




兵士


「人が死んだり致命傷を負ったりする悲惨な光景を日常的に目にします。いつも不安にさいなまれています」。ゲリー，英国




「背中と顔に銃弾を受けました。たくさんの人が殺されるのを見ました。その中には子供やお年寄りもいました。戦争を経験すると，感覚がまひして何も感じなくなります」。ウィルマー，コロンビア




「目の前で人が殺されると，その光景が目に焼き付いて離れません。叫び声やうめき声が頭の中でずっと鳴り響いています。殺された人のことが忘れられません」。ザフィーラ，米国



一般市民


「幸せな日々は二度と戻ってこないと思いました。死ぬのは怖いですが，もっと恐ろしいのは家族や友達が殺されることです」。オレクサンドラ，ウクライナ




「食べ物をもらうために，午前2時から午後11時まで列に並びました。流れ弾に当たるかもしれないと思うと怖かったです」。ダレル，タジキスタン




「戦争で親を亡くしました。自分のことを慰めたり気遣ったりしてくれる人はもういません」。マリー，ルワンダ




この人たちは戦争で心身共にひどい傷を負いましたが，今では心穏やかに暮らしています。それだけでなく，全ての戦争や武力紛争がもうすぐなくなると信じています。この雑誌では，それがどのように実現するのか，聖書から説明しています。











[image: 上: 戦場を進む戦車の前を兵士が歩いている。下: 戦争の影響を受けている，さまざまな国の男性や女性や子供たち。]



戦争や武力紛争が私たちに与える影響


「世界は，第二次世界大戦以降最も多くの暴力的紛争に直面しています。人類の4分の1にあたる20億人が，紛争の影響を受ける場所で暮らしています」。



国連副事務総長アミーナ･J･モハメッド 2023年1月26日




今は平和な場所でも，戦争や武力紛争が生じる可能性があります。以前に比べて国際関係が緊密になっているので，戦争や紛争が行われている地域から遠く離れた場所に住んでいるとしても影響を受けることがあります。戦争によって生じた害は，戦争が終わった後も長く続きます。幾つかの例を見てみましょう。

	

[image: 空の器を持つ両手のアイコン。]



食糧不足 「世界食糧計画」は，「紛争は依然として飢餓の最大の要因で，世界の飢餓に苦しむ人々の約70％は，戦争や暴力行為の影響を受けた地域に住んでいます」と述べています。



	

[image: 両手で顔を覆って悲しんでいる女性のアイコン。]



心身の健康に与える影響 戦争の脅威にさらされている地域に住む人たちは，大きなストレスや不安を感じています。身体的に傷を負うだけでなく，精神的な問題を抱えたりする可能性もあります。でも多くの場合，そういう人たちは十分な医療サービスを受けることができません。



	

[image: 持ち物をたくさん詰めた大きなバッグを運ぶ家族のアイコン。]



強制移住 国連難民高等弁務官事務所によると，2023年9月の時点で，世界で1億1400万人以上が住む場所を追われました。その主な原因となっているのは，戦争や武力紛争です。



	

[image: 質素な家の前に立つ家族のアイコン。]



経済的打撃 インフレなど，戦争によって生じる経済的な問題が多くの人の生活にたびたび影響を与えます。医療や教育に充てられるはずの政府のお金が軍事費に充てられるなら，人々の生活は大変なものになります。また，戦争で荒廃した地域を復興するには莫大な費用がかかります。



	

[image: パイプから流れ出るオイルのアイコン。]



環境破壊 住んでいる土地や天然資源が破壊されることも，人々にとって大きな痛手となります。水や空気や土壌が汚染され，長期にわたる健康被害が生じるかもしれません。戦争が終わった後に残された地雷によって人々が死傷する危険もあります。






戦争には必ず破壊と代償が伴います。





戦争と聖書預言


聖書には，戦争や武力紛争が「体制の終結のしるし」の一部であると予告されています。（マタイ 24:3）イエスは次のように述べました。

	  「あなたたちは戦争の音や戦争の知らせを聞きます。……国民は国民に，王国は王国に敵対して立ち上がり……ます」。（マタイ 24:6，7）



	  「戦争や騒乱について聞いても，おびえてはなりません」。（ルカ 21:9）

「騒乱」と訳されているギリシャ語は，無秩序，暴動，確立された権威に対する反対，反乱，政治的動乱を指すことがあります。





詳しくはjw.orgで「『終わりの時代』にはどんなしるしが見られますか」という記事をご覧ください。







^ （マタ 24:3） イエスがオリーブ山の上で座っていると，弟子たちが自分たちだけで近づいてきて，言った。「教えてください。そのようなことはいつあるのでしょうか。あなたの臨在と体制の終結のしるしは何ですか」。



^ （マタ 24:6， 7） あなたたちは戦争の音や戦争の知らせを聞きます。動揺しないようにしなさい。これらのことは必ず起きますが，終わりはまだなのです。 7 国民は国民に，王国は王国に敵対して立ち上がり，あちらこちらで食糧不足や地震があります。



^ （ルカ 21:9） さらに，戦争や騒乱*について聞いても，おびえてはなりません。まずこれらのことが必ず起きますが，終わりはすぐには来ないのです」。

または，「無秩序」，「暴動」。







戦争や武力紛争をなくせるか


戦争はさまざまな理由で起こります。政治や経済や社会を良くしようとして戦争が起こる場合があります。土地や資源を巡って争う場合もあります。多くの紛争は根強く残る民族や宗教のわだかまりがもとで生じます。戦争を終わらせ，平和を実現するために，どんな取り組みが行われているでしょうか。そうした取り組みは成功すると思いますか。





[image: 建設現場で作業員たちが話し合っている写真。亀裂が入ったようになっている。]
Drazen_/E+ via Getty Images





経済政策

ビジョン 人々の生活の質を向上させることです。紛争の大きな要因となり得る経済格差をなくしたり，減らしたりすることにつながります。

現状 人々の生活を向上させるため，2022年には世界で約341億㌦（約4兆6000億円）が費やされました。でもこれは，軍事費に充てられている金額の0.4％に過ぎません。したがって，各国は予算の使い道を修正する必要があります。

「紛争を防いだり平和を構築したりするために使われるよりもはるかに多くのお金や資産が，紛争に関するさまざまな処理のために使われている」。アントニオ･グテーレス，国連事務総長



聖書によると 世界の政府や機関は，貧しい人を助けることはできますが，貧困を根絶することはできません。（申命記 15:11。マタイ 26:11）



[image: 合意の握手を交わしている手の写真。亀裂が入ったようになっている。]



外交交渉

ビジョン 双方の利益になるように，話し合いや交渉をすることで，争いを平和的に解決したり防いだりすることです。

現状 交渉したり歩み寄ったり協定を結んだりすることに難色を示す政党があるかもしれません。それに，平和協定は守られないことが少なくありません。

「外交交渉は必ずしも成功するとは限らない。戦争状態を終わらせる条約を結んだとしても，それが不平等であるために次の戦争を生み出すことがある」。レイモンド･F･スミス，「アメリカ外交」



聖書によると 多くの人は「平和を願」っています。（詩編 34:14）しかし今の時代，「不忠実になり……全く人に同意しようとせず……人を裏切[る]」人が大勢います。（テモテ第二 3:1-4）そうした人たちのせいで，誠実な政治家が争いを解決できないでいます。



[image: 壊された銃の写真。亀裂が入ったようになっている。]



軍備縮小

ビジョン 武器，特に核兵器，化学兵器，生物兵器をなくす，または減らすことです。

現状 多くの国は，力を失ったり力が弱まったりすることを恐れて軍備縮小に消極的になっています。また，軍縮したところで争いの原因がなくなるわけではありません。

「冷戦終結時に結ばれた軍縮条約の多くは果たされてこなかった。危機を減らし，国際的な緊張を和らげ，より安全な世界を実現するために必要な段階を踏んでこなかった」。「私たちの共通の未来を守るための軍縮アジェンダ」



聖書によると 武器を捨て，「剣をすきに……作り替える」べきです。（イザヤ 2:4）それだけでなく，暴力につながる考えを持たないようにする必要があります。（マタイ 15:19）



[image: 各国の指導者たちがテーブルを囲んで座り，同じ書類にサインしている写真。亀裂が入ったようになっている。]



集団安全保障

ビジョン 各国が合意の下に侵略者に対して集団的行動を取ることです。一度戦争を始めたら複数の国を相手にすることになるので，侵略者にとって抑止力となるという狙いがあります。

現状 報復を恐れるだけで侵略を思いとどまることはないかもしれません。また，各国は必ずしも合意した通りに行動するとは限らず，いつどのように侵略者に対して行動するかで意見がまとまらないこともあります。

「集団安全保障は，国際連盟規約の中で重要な位置を占め，国連憲章にも盛り込まれているが，いずれも完全な失敗に終わっている」。「ブリタニカ百科事典」



聖書によると 大勢で協力することには確かに価値があります。（伝道の書 4:12）とはいえ，人間の組織が恒久的な平和と安全を実現することは期待できません。聖書にはこうあります。「人間の指導者に頼ってはならない。人間はだれもあなたを救うことができない。彼らは死ぬと塵に戻る。その日に彼らの計画はすべて終わる」。（詩編 146:3，4，「今日の英語訳」）


たくさんの国が恒久的な平和を実現するために協調して努力しているものの，いまだに戦争はなくなっていません。





昔より平和になっている？


昔に比べれば今の方がかなり平和だという人もいます。そうした人たちは，最近の戦争は期間が短く死者も少ないとか，世界人口に対する死者の割合は20世紀に比べてそれほど高くないと主張しています。一方で，その主張を裏付ける比較や統計に疑問を抱く人もいます。

いずれにしても，戦争や武力紛争が世界のかなり大勢の人に直接影響を与えていることや，間接的には全ての人に影響を及ぼしていることは事実です。







^ （申 15:11） その土地には，貧しい人がいつもいます。そのため私は，『あなたの土地で苦しむ貧しい兄弟に気前よくする*ように』と命じているのです。

直訳，「に対して手を開く」。


^ （マタ 26:11） 貧しい人たちはずっといますが，私はずっといるわけではありません。



^ （詩 34:14） 悪から離れて善を行え。 平和を願い，追い求めよ。



^ （テモ二 3:1-4） このことを知っておきなさい。終わりの時代は困難で危機的な時になります。 2 人々は自分を愛し，お金を愛し，自慢ばかりし，傲慢で，神や人を冒瀆し，親に従わず，感謝せず，不忠実に*なります。 3 自然な愛情を持たず，全く人に同意しようとせず，中傷し，自制心がなく，乱暴で，善いことを愛しません。 4 人を裏切り，強情で，思い上がり，神ではなく快楽を愛し，

または，「揺るぎない愛を持たなく」。


^ （イザ 2:4） 神は国々の中で裁きを下し， 多くの人々を正しい方向に導く*。 彼らは剣をすきに， やりを鎌に作り替える。 国は国に向かって剣を振り上げず， 彼らはもはや戦いを学ばない。

または，「人々に関して物事を正す」。


^ （マタ 15:19） 例えば，心から，邪悪な考えが出てきます。殺人，姦淫，性的不道徳，盗み，偽証，冒瀆です。



^ （伝 4:12） 1人なら誰かに打ち負かされるかもしれない。しかし2人なら立ち向かえる。三つよりの綱は素早く*断ち切ることができない。

または，「簡単に」。


^ （詩 146:3， 4） 権力者*にも人の子にも頼ってはならない。 その人たちには救う力がない。  4 人は息絶えると地面に戻る。 まさにその日，その人の考えは消えうせる。

または，「高貴な人」。







戦争や武力紛争がなくならないのはどうして？


聖書を読むと，戦争や武力紛争がなくならない理由と根本原因が分かります。




罪

神は最初の人間アダムとエバをご自分に似た者として創造しました。（創世記 1:27）それで，神と同じように，人間は平和を愛する心を生まれつき持っています。（コリント第一 14:33。ヨハネ第一 4:8）でもアダムとエバは神に従わず，罪を犯しました。その結果，人類全ては罪と死を受け継ぐことになりました。（ローマ 5:12）人間は受け継いだ罪のせいで悪い考えを持つ傾向があり，多くの人は暴力的になっています。（創世記 6:5。マルコ 7:21，22）

人間による支配

聖書には，「人は……自分で自分の歩みを導くことができない」とあります。（エレミヤ 10:23）つまり，人間は元々自分たちで支配を行うようには造られていないということです。そのため，人間の政府は戦争や武力紛争を根絶することができません。

サタンと邪悪な天使たちの存在

聖書によると，「全世界は邪悪な者の支配下にあります」。（ヨハネ第一 5:19）「邪悪な者」である悪魔サタンは，暴力的で，人を殺すことを何とも思っていません。（ヨハネ 8:44）人々は気付いていませんが，実際には悪魔と邪悪な天使たちが戦争と暴力を引き起こしているのです。（啓示 12:9，12）


人間は戦争や武力紛争の根本原因を解決できませんが，神にはできます。





宗教と戦争


多くの宗教は，戦争を容認したり正当化したり奨励したりしています。神はそうした宗教を受け入れず，間違った宗教と見ています。聖書の中では，そうした間違った宗教全体のことが「大いなるバビロン」と呼ばれています。（啓示 18:2）神は大いなるバビロンに，「地上で殺された全ての人の」死の責任を求めます。（啓示 18:24）詳しくはjw.orgの「大いなるバビロンとは何ですか」という記事をご覧ください。









^ （創 1:27） それから神は人を自分に似た者，神に似た者として創造した。男性と女性を創造した。



^ （コリ一 14:33） 神は無秩序の神ではなく，平和の神だからです。 聖なる人たちの他の会衆全てと同じように，



^ （ヨハ一 4:8） 愛さない人は，神をよく知りません。神は愛だからです。



^ （ロマ 5:12） このような訳で，1人の人によって人類に罪が入り，罪によって死が入り，こうして，全ての人が罪人になったために，死が全ての人に広がったように―。



^ （創 6:5） そのため，エホバは，地上の人々がひどく邪悪で，考え方全てが常に悪いのを見た。



^ （マル 7:21， 22） 中から，つまり人の心から，有害な考えが出てきます。性的不道徳，盗み，殺人， 22 姦淫，貪欲，邪悪な行為，欺き，恥知らずな行い，ねたみ，冒瀆，傲慢，無分別です。



^ （エレ 10:23） エホバ，私はよく知っています。 人は自分の道*を定めることができません。 自分で自分の歩みを導くことができないのです。

または，「生き方」。


^ （ヨハ一 5:19） 私たちが知っている通り，私たちは神から出ていますが，全世界は邪悪な者*の支配下にあります。

サタンのこと。


^ （ヨハ 8:44） あなた方は，あなた方の父，悪魔から出ていて，自分たちの父が欲することを行おうとしています。その者はその始まりから人殺しで，真理から離れました。真理を好まないからです。彼にとって，うそを語るのは自然なことです。うそつきで，うその根源*だからです。

直訳，「父」。


^ （啓 12:9） こうして，大きな竜は投げ落とされた。あの初めの蛇で，悪魔サタンと呼ばれ，全世界を惑わしている者である。彼は地に投げ落とされ，邪悪な天使たちも共に投げ落とされた。



^ （啓 12:12） それで，天とそこに住む者たち，喜びなさい！ 地と海には災いが降り掛かります。悪魔が，自分に残された時が短いことを知り，大きな怒りを抱いてあなた方の所に下ったからです」。



^ （啓 18:2） 天使は強い声でこう叫んだ。「彼女は倒れました！ 大いなるバビロンは倒れました！ 彼女は，邪悪な天使たちのすみか，あらゆる汚れた空気*がこもる場所，あらゆる汚れた忌まわしい鳥が潜む場所となりました。

もしかすると，「息」，「言葉」。


^ （啓 18:24） 彼女の中には，預言者と聖なる人たちの血，また地上で殺された全ての人の血が見いだされました」。










[image: 戦争で破壊された町のがれきの上に座り，考え込んでいる兵士。]

人間は戦争をなくすことができない。





戦争や武力紛争はなくなる どのように？


聖書には，人間ではなく，神が「地上の全ての場所で戦いを終わらせる」とはっきり書いてあります。（詩編 46:9）




神は人間の支配を終わらせる

神は，聖書でハルマゲドンと呼ばれる戦いによって人間の支配を終わらせます。* （啓示 16:16）その時，「全世界の王たち」が「全能の神の大いなる日の戦争」に集められます。（啓示 16:14）ハルマゲドンは，全ての戦争を終わらせる神の戦いです。

神は人間の支配を終わらせます。そして神の王国の政府がそれに代わって天から統治するようになり，その王国は永遠に続きます。（ダニエル 2:44）神はご自分の子イエス･キリストを王国の王に選びました。（イザヤ 9:6，7。マタイ 28:18）イエスは弟子たちに，この王国*を祈り求めるよう教えました。（マタイ 6:9，10）人類は，イエスが治める世界政府の下で一つになります。

人間の支配者とは違い，イエスは自分の利益のために権威を行使することはありません。公平で偏見がないので，人々は人種や国籍や民族的背景を理由に見過ごされたり，不当に扱われたりすることを心配する必要はありません。（イザヤ 11:3，4）自分たちの権利を求めて戦う必要もありません。イエスは一人一人が幸福に生活してほしいと思っているからです。聖書にはこうあります。「王は，助けを求めて叫ぶ貧しい人を救い出す。立場が低い人や誰にも助けてもらえない人も。……虐げと暴力からその人たちを助け出す」。（詩編 72:12-14）

神の王国は，恐ろしい武器や兵器を地球上からなくします。（ミカ 4:3）また，戦争をやめない人々や，人々の平和な暮らしを脅かす人々を除きます。（詩編 37:9，10）男性も女性も子供も，全ての人が地球上どこにいても安心して暮らせるようになります。（エゼキエル 34:28）

神の政府が地球を統治するようになると，人々は理想的な生活を送れるようになります。貧困や飢餓や住居の不足といった戦争の原因となるような問題がなくなります。全ての人が栄養豊かな食物を十分に取ることができ，快適な暮らしを楽しむことができます。（詩編 72:16。イザヤ 65:21-23）

神の王国の統治の下，戦争の傷跡はなくなります。身体的な傷だけでなく，戦争中の恐ろしい経験によって受けた精神的，感情的な傷もなくなります。亡くなった人でさえ復活し，この地球で再び生活するようになります。（イザヤ 25:8; 26:19; 35:5，6）家族とまた一緒になれるのです。聖書には，「以前のものは過ぎ去[る]」と書かれていて，トラウマとなるような戦争の記憶を思い出すことは全くなくなります。（啓示 21:4）

神は罪をなくす

神の王国の統治の下で暮らす人々は，「愛と平和の神」である唯一の真の神エホバ*だけを崇拝するようになります。（コリント第二 13:11）また，どうすればみんなで一緒に仲良く生活できるかについて学びます。（イザヤ 2:3，4; 11:9）学んだことを当てはめる人は皆，罪の影響から解放されます。（ローマ 8:20，21）

神はサタンと邪悪な天使を滅ぼす

神の王国は，戦争を引き起こしているサタンと邪悪な天使を滅ぼします。（啓示 20:1-3，10）悪い影響がなくなるので，「平和が行き渡」ります。（詩編 72:7）

戦争をなくすという神の約束は必ず実現すると信じられる理由があります。聖書によると，神は戦争や武力紛争をなくす能力も願いも持っています。

	  神は戦争をなくすための知恵と力を持っている。（ヨブ 9:4）神に不可能なことはない。（ヨブ 42:2）



	  神は人々が苦しむのを見たくないと思っている。（イザヤ 63:9）また，「暴力を愛する人を憎む」。（詩編 11:5）



	  神はいつも約束を守る。うそをつくことができない。（イザヤ 55:10，11。テトス 1:2）






神は将来いつまでも続く本物の平和を実現させます。





[image: パラダイスになった地球。丘の上に座り，楽しそうに笑っている家族。近くで馬が草を食べている。]

神は必ず戦争をなくす。





神はなぜ戦争が起こるのを許してきたか


どうして神はこれまで戦争が起きるのを止めなかったんだろうと思うかもしれません。答えを知りたい方はjw.orgの「神はなぜ苦しみを許しておられるのですか」という動画をご覧ください。







^  jw.orgの「ハルマゲドンの戦いとは何ですか」という記事をご覧ください。


^  jw.orgの「神の王国とは何ですか」という動画をご覧ください。


^  エホバは神の名前です。（詩編 83:18）






^ （詩 46:9） 神は地上の全ての場所で戦いを終わらせる。 弓を折り，やりを砕き， 兵車*を火で焼く。

もしかすると，「盾」。


^ （啓 16:16） それらの息*により，王たちはヘブライ語でハルマゲドン*と呼ばれる場所に集められた。

または，「言葉」。ギリシャ語，プネウマ。用語集参照。
または，「アルマゲドン」。「メギドの山」という意味。


^ （啓 16:14） それらは邪悪な天使たちの息*であって，奇跡*を行い，全世界の王たちのもとに向かう。全能の神の大いなる日の戦争に王たちを招集するためである。

または，「言葉」。ギリシャ語，プネウマ。用語集参照。
直訳，「しるし」。


^ （ダニ 2:44） この王たちの時代に，天の神は決して滅ぼされることのない王国を建てます。その王国はほかのどんな民にも渡されません。これらの王国を全て打ち砕いて終わらせ，その王国だけが永遠に存続します。



^ （イザ 9:6， 7） 私たちのために子が生まれた。 私たちに男子が与えられた。 彼は肩に統治の責任を負い， 素晴らしい助言者，力強い神，永遠の父，平和の統治者と*呼ばれる。  7 彼の統治*は限りなく栄え， 平和がいつまでも続く。 彼はダビデの王座につき， 王国によって統治する。 その王国は公正と正義によって確立され， 今もこれからもずっと存続する。 大軍を率いる熱心な神エホバがそうならせる。

または，「という名で」。
または，「政府」。


^ （マタ 28:18） イエスは近づいて，こう話した。「私には天と地における全ての権威が与えられています。



^ （マタ 6:9， 10） それで，このように祈らなければなりません。 『天におられる私たちの父よ，お名前が神聖なものとされますように。 10 あなたの王国が来ますように。あなたの望まれることが，天と同じように地上でも行われますように。



^ （イザ 11:3， 4） 彼は喜んでエホバを畏れる。 見える事柄だけに基づいて裁くことをせず， 聞いた事柄だけに基づいて戒めることもしない。  4 立場が低い人たちを公平に*裁き， 地上の温厚な人たちのために公正に戒めを与える。 口から出る棒で地上を打ち， 唇から出る息で邪悪な人々を死に至らせる。

または，「正しく」。


^ （詩 72:12-14） 王は，助けを求めて叫ぶ貧しい人を救い出す。 立場が低い人や誰にも助けてもらえない人も。 13 立場が低い人や貧しい人を哀れに思い， 貧しい人の命を救う。 14 虐げと暴力からその人たちを助け出す*。 彼らの血は王の目に貴いものとなる。

直訳，「買い戻す」。


^ （ミカ 4:3） 神は多くの人々の中で裁きを下し， 遠くの強い国々の人たちを正しい方向に導く*。 彼らは剣をすきに， やりを鎌に作り替える。 国は国に向かって剣を振り上げず， 彼らはもはや戦いを学ばない。

または，「人たちに関して物事を正す」。


^ （詩 37:9， 10） 悪を行う人は取り除かれるが， 希望を抱いてエホバを待つ人は地上に住み続ける*。 10 ほんのもう少しすれば悪人はいなくなる。 彼らがいた場所を見ても，もういない。

または，「地球が与えられる」。


^ （エゼ 34:28） 彼らはもはや異国の人々の餌食とはならず，地上の野獣に食い殺されることはなく，安らかに暮らして，誰にも脅かされない。



^ （詩 72:16） 地上には穀物が豊かに実り， 山々の頂でも豊作になる。 王の収穫物はレバノンの木々のように素晴らしく， 町の住民は地上の草木のように咲き誇る。



^ （イザ 65:21-23） 人々は家を建てて住み， ブドウ園を造って実を食べる。 22 建てた家に他人が住むことはなく， 植えた物を他人が食べることもない。 私の民の寿命は木の寿命のようになり， 私が選んだ者たちは働く喜びを存分に味わう。 23 彼らは無駄に*労苦することはなく， 生まれる子たちが苦しむこともない。 彼らとその子孫は，エホバに祝福された民だからである。

または，「無意味に」。


^ （イザ 25:8） 神は死を永久にのみ込む*。 主権者である主エホバは全ての顔から涙を拭う。 ご自分の民に対する非難を全世界から除き去る。 エホバご自身がそう語ったのである。

または，「取り除く」。


^ （イザ 26:19） 「あなたの死者は生きる。 私の民の死体*は起き上がる。 土の中に住む者たち， 目を覚まし，歓声を上げなさい！ あなたの露は朝露*のようであり， 大地は無力な死者を生き返らせる*。

直訳，「私の死体」。
もしかすると，「草（アオイ）の露」。
または，「産む」。


^ （イザ 35:5， 6） その時，目が見えない人は見えるようになり， 耳が聞こえない人は聞こえるようになる。  6 その時，足が不自由な人は鹿のように跳びはね， 口が利けない人*は歓声を上げる。 荒野に水が湧き出て， 砂漠平原に川が流れる。

直訳，「人の舌」。


^ （啓 21:4） 神は人々の目から全ての涙を拭い去ります。もはや死はなくなり，悲しみも嘆きも苦痛もなくなります。以前のものは過ぎ去ったのです」。



^ （コリ二 13:11） 最後に，兄弟たち，これからも喜び，正され，慰められ，同じ考え方をし，平和に生活してください。そうすれば，愛と平和の神が共にいてくださいます。



^ （イザ 2:3， 4） 多くの人々が行って，こう言う。 「さあ，エホバの山に登ろう。 ヤコブの神の家に行こう。 神はご自分の道について教えてくださる。 私たちはその道を歩もう」。 律法*がシオンから， エホバの言葉がエルサレムから出る。  4 神は国々の中で裁きを下し， 多くの人々を正しい方向に導く*。 彼らは剣をすきに， やりを鎌に作り替える。 国は国に向かって剣を振り上げず， 彼らはもはや戦いを学ばない。

または，「指示」。
または，「人々に関して物事を正す」。


^ （イザ 11:9） 私の聖なる山のどこにも， 荒らしたり危害を加えたりするものはいない。 水が海を覆っているように， エホバについての知識が必ず地上に満ちるからである。



^ （ロマ 8:20， 21） 創造物はむなしい状態に置かれましたが，自分の意志でそうなったのではなく，神によってそのようにされ，同時に希望を与えられたからです。 21 創造物も腐敗への奴隷状態から自由にされ，神の子供の輝かしい自由を得るという希望です*。

または，「得るからです」。


^ （啓 20:1-3） 私がさらに見ていると，底知れぬ深みの鍵と大きな鎖を持った天使が天から下ってきた。 2 その天使は，あの初めの蛇である竜，悪魔サタンを捕らえて，1000年間動けないように縛った。 3 そして竜を底知れぬ深みに投げ込み，そこを閉じて封印し，1000年が終わるまで竜がもはや人々を惑わさないようにした。その後，竜はしばらくの間解放されることになる。



^ （啓 20:10） そして，人々を惑わしていた悪魔は火と硫黄の湖に投げ込まれた。そこにはすでに野獣と偽預言者もおり，彼らは永久に昼も夜も苦しめられる*。

または，「拘束される」。啓 14:11の脚注参照。


^ （詩 72:7） 王が治める間，正しい人たちは幸せに暮らし*， 平和が行き渡る。月がなくなる時までも。

直訳，「は芽生え」。


^ （ヨブ 9:4） 神は心が賢く，力が強い。 神に抵抗して無傷で済む人などいるだろうか。



^ （ヨブ 42:2） 「私は今分かりました。 あなたは何でも行うことができる方です。 あなたが行おうとすることで，あなたに不可能なことはありません。



^ （イザ 63:9） 彼らが苦しんでいたどの時にも，神も苦しみを味わった。 そして，神ご自身の使者*が彼らを救った。 神は愛と思いやりをもって彼らを救い*， 昔はいつも彼らを抱き上げて運んだ。

または，「神に仕える天使」。
直訳，「買い戻し」。


^ （詩 11:5） エホバは正しい人と悪い人を調べ， 暴力を愛する人を憎む。



^ （イザ 55:10， 11） 雨や雪は天から降り注ぎ，地を潤し，芽を出させて作物を生じさせ， 種をまく人に種を与え，食べる人にパンを与える。 それまでは天に戻らない。同じように， 11 私の口から出る言葉も， 成果を収めずに私のもとに戻ることはない。 必ず私の望むこと*を成し遂げ， 私が託した使命を確実に果たす。

または，「喜ぶこと」。


^ （テト 1:2） 永遠の命の希望に基づいています。その希望は神がはるか昔に約束したものであり，神は偽ることができません。



^ （詩 83:18） 人々があなたのことを知りますように。 エホバという名を持つあなただけが， 地球全体を治める至高者であるということを。










[image: 戦争で腕をなくした年配の男性が車いすに座って，家族と一緒に屋外で楽しく食事をしている。]



戦争や武力紛争があっても平和な気持ちでいられる


以前軍で働いていたゲリーはこう言っています。「聖書を学ぶ前は，なぜ世界に残酷で不公正で悲惨なことがこれほどあふれているのか分かりませんでした。でも今は穏やかな気持ちでいます。エホバ神が世界を安全に暮らせる所にするということを知っているからです」。

こう感じているのはゲリーだけではありません。聖書の言葉がほかの人にもどのように助けになったか見てみましょう。





聖書の言葉 「エホバ，あなたは善い方で，快く許してくださいます」。（詩編 86:5）




どのように助けられているか 「この言葉を読んで，エホバが憐れみ深い方だということを確信できるようになりました。昔，私が戦争に行った時にしたあらゆることを，エホバが心から許してくれていることが分かりました」。ウィルマー，コロンビア




聖書の言葉 「私は新しい天と新しい地を創造している。以前の事柄は思い出されることも，心に浮かぶこともない」。（イザヤ 65:17）




どのように助けられているか 「軍で働いていた時の経験がもとで，PTSDやうつ病に悩まされています。でもこの言葉を読むと，エホバが間もなく不安な気持ちや悪夢をなくしてくれることを思い出すことができます。記憶から完全に消してくれるんです。すごいと思います！」ザフィーラ，米国




聖書の言葉 「王が治める間，正しい人たちは幸せに暮らし，平和が行き渡る。月がなくなる時までも」。（詩編 72:7）




どのように助けられているか 「この言葉をよく考えるようにしています。間もなく戦争による悲惨なことが全てなくなり，家族や友達を失うのではないかという心配は全くなくなります」。オレクサンドラ，ウクライナ




聖書の言葉 「あなたの死者は生きる。……土の中に住む者たち，目を覚まし，歓声を上げなさい！」（イザヤ 26:19）




どのように助けられているか 「ツチ人の大虐殺の時に私の家族はほとんど殺されました。でもこの聖書の言葉から，もう一度みんなと会えることを確信しています。家族が生き返ってうれしそうに話すのを見るのが楽しみです」。マリー，ルワンダ




聖書の言葉 「ほんのもう少しすれば悪人はいなくなる。……しかし，温厚な人は地上に住み続け，豊かな平和をこの上なく喜ぶ」。（詩編 37:10，11）




どのように助けられているか 「戦争は終わりましたが，悪い人たちはまだいますし，不公正はなくなっていません。私にとってこの聖書の言葉が特に力になっています。エホバは全てを見ていて，私の状況を知っています。間もなく悪いこと全てを終わらせて消し去るとエホバは約束しています」。ダレル，タジキスタン



これらの人たちは，聖書を学んで平和な気持ちを持てるようになった大勢のエホバの証人の一部です。人種，国籍，部族の違いや，憎しみを乗り越えてきました。（エフェソス 4:31，32）エホバの証人は政治的に中立を保ち，暴力行為に加わりません。（ヨハネ 18:36）

また，世界中のエホバの証人は家族のように支え合っています。（ヨハネ 13:35）例えばオレクサンドラは戦争のために姉と一緒に国外に逃げなければいけませんでした。こう言っています。「国境を越えた時にすぐに見えたのは，私たちを出迎えるために待っていた地元のエホバの証人でした。その後もサポートしてくれたおかげで，新しい国での生活になじむことができました」。


エホバの証人の集会にぜひお越しください。穏やかな気持ちを持つためのアドバイスや，平和な世界が来るという聖書の約束について学べます。最寄りの集会場所はjw.orgで検索できます。「いつまでも幸せに暮らせます」の冊子を使ったエホバの証人との無料の聖書レッスンも申し込めます。







^ （詩 86:5） エホバ，あなたは善い方で，快く許してくださいます。 あなたに呼び掛ける人全てに，揺るぎない愛を豊かに示してくださいます。



^ （イザ 65:17） 私は新しい天と新しい地を創造している。 以前の事柄は思い出されることも， 心に浮かぶこともない。



^ （詩 72:7） 王が治める間，正しい人たちは幸せに暮らし*， 平和が行き渡る。月がなくなる時までも。

直訳，「は芽生え」。


^ （イザ 26:19） 「あなたの死者は生きる。 私の民の死体*は起き上がる。 土の中に住む者たち， 目を覚まし，歓声を上げなさい！ あなたの露は朝露*のようであり， 大地は無力な死者を生き返らせる*。

直訳，「私の死体」。
もしかすると，「草（アオイ）の露」。
または，「産む」。


^ （詩 37:10， 11） ほんのもう少しすれば悪人はいなくなる。 彼らがいた場所を見ても，もういない。 11 しかし，温厚な人は地上に住み続け*， 豊かな平和をこの上なく喜ぶ。

または，「地球が与えられ」。


^ （エフェ 4:31， 32） あらゆる悪意，怒り，憤り，わめき，暴言など，一切の有害な事柄を捨て去ってください。 32 親切な人になり，温かい思いやりを示し合い，神がキリストによって寛大に許してくださったように，寛大に許し合いましょう。



^ （ヨハ 18:36） イエスは答えた。「私の王国はこの世界のものではありません。もしそうだったなら，私に付き従う者たちは，私をユダヤ人たちに渡さないように戦ったでしょう。しかし実際は，私の王国はこの世界からのものではありません」。



^ （ヨハ 13:35） あなたたちの間に愛があれば，全ての人は，あなたたちが私の弟子であることを知ります」。










[image: 武器を持った兵士が，平和になったきれいな地球で妻と娘と一緒に野原を歩いている様子をイメージしている。]



こう思ったことはありますか



	  平和になってほしいとみんなが願っているのに，戦争がなくならないのはどうして？



	  暴力があふれた世の中でも，平和な気持ちでいることはできる？



	  戦争がなくなる時はいつか来る？





こうした質問の答えが聖書に書かれています。その答えを知ると意外に思うかもしれませんが，希望が持てます。

この点についてご自分で聖書を調べてみるのはいかがですか。詳しくはこの雑誌をご覧ください。
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^ ***イ聖 記事111 「終わりの時代」にはどんなしるしが見られますか***
「終わりの時代」にはどんなしるしが見られますか
聖書の答え
聖書には，「[現在の]体制の終結」つまり「世の終わるとき」のしるしとなる出来事や状況，人々の態度について書かれています。（マタイ 24:3，「新共同訳」，日本聖書協会）聖書はこの期間を「終わりの時代」や「終わりの時」と呼んでいます。（テモテ第二 3:1。ダニエル 8:19）
聖書は「終わりの時代」にどんなことが起きると予告していましたか
聖書は，終わりの時代の「しるし」となる複数の出来事について予告しています。（ルカ 21:7）その幾つかを見てみましょう。
大規模な戦争。イエスは「国民は国民に，王国は王国に敵対して立ち上が[る]」と予告しました。（マタイ 24:7）啓示 6章4節には，戦争を表す騎手が「地上から平和を取り去」ることも予告されています。
飢饉。イエスは「食糧不足……があります」と予告しました。（マタイ 24:7）「啓示」の書には，大規模な飢饉を表す別の騎手が乗り進むことも予告されています。（啓示 6:5，6）
大地震。イエスは「あちらこちらで……地震があります」と予告しました。（マタイ 24:7。ルカ 21:11）世界中で地震が起きて，前例のない規模で被害が生じ，大勢の人が亡くなります。
病気。イエスは「流行病があります」と言いました。（ルカ 21:11）
犯罪。これまでも犯罪は起きてきましたが，終わりの時代には「不法なことが増える」とイエスは予告しました。（マタイ 24:12）
地球環境の破壊。啓示 11章18節には，人類が「地を損な[う]」ことが予告されています。人々は堕落して暴力的になるだけでなく，地球環境を破壊するようなこともします。
モラルの低下。テモテ第二 3章1-4節によると，終わりの時代に「人々は……感謝せず，不忠実になります。……全く人に同意しようとせず，中傷し，自制心がなく，乱暴で，善いことを愛しません。人を裏切り，強情で，思い上がり[ます]」。ここに出てくるような言動が広く見られるため，終わりの時代は「困難で危機的な時」になります。
家族の絆が弱まる。テモテ第二 3章2，3節によると，家族は互いに対して「自然な愛情を持たず」，子供は「親に従わ」なくなります。
神への愛が薄れる。イエスは「大半の人の愛が冷えます」と予告しました。（マタイ 24:12）ここでイエスは人々の神への愛が冷えることを述べていました。テモテ第二 3章4節にも，終わりの時代に人々が「神ではなく快楽を愛[する]」ようになると予告されていました。
宗教の偽善。テモテ第二 3章5節によると，信心深く見えても実際には神の基準に従わない人たちが多くなります。
聖書預言についての理解が進む。ダニエル書によると，「終わりの時」に多くの人たちが，聖書の預言を含め聖書の真理を正確に理解するようになります。（ダニエル 12:4，脚注）
世界的な伝道活動。イエスは「王国の良い知らせは……世界中で伝えられます」と予告しました。（マタイ 24:14）
無関心やばかにする態度。イエスの予告によると，終わりが近いという証拠がたくさんあっても，人々は気に留めません。（マタイ 24:37-39）ペテロ第二 3章3，4節によると，終わりなんて来るはずがないとばかにする人たちもいます。
全ての預言が実現する。イエスによると，終わりの時代にはこうした預言の一部や大半ではなく全てが同時に実現します。（マタイ 24:33）
今は「終わりの時代」ですか
はい。世界の出来事と聖書に基づく年代計算によると，終わりの時代は1914年に始まりました。その年に第1次世界大戦が起きました。今が終わりの時代であることは，世界で起きている出来事から分かります。詳しくは次のビデオをご覧ください。
1914年に神の王国は天で治め始めました。そして，まず悪魔サタンと邪悪な天使たちを天から追放し，彼らの活動範囲を地球の近辺に制限しました。（啓示 12:7-12）サタンの影響で大勢の人たちの考え方や態度が悪くなり，終わりの時代は「困難で危機的な時」になっています。（テモテ第二 3:1）
危機的な時代の今，人々は大変な思いをしています。社会は混乱の一途をたどるのではないかと心配し，人類の将来を悲観している人たちもいます。
世界の出来事の影響で大変な思いをしていても，将来を前向きに考えている人たちがいます。もうすぐ神の王国が世界の問題全てを解決してくれると信じているからです。（ダニエル 2:44。啓示 21:3，4）神が約束している将来を辛抱強く待ち，イエスの次の言葉から励みを得ています。「終わりまで耐え忍んだ人が救われます」。（マタイ 24:13。ミカ 7:7）
​​​​​​​​












^ ***イ聖 記事94 大いなるバビロンとは何ですか***
大いなるバビロンとは何ですか
聖書の答え
「啓示」の書には，「大娼婦」で「大いなるバビロン」という「謎めいた」名を持つ「女」が出てきます。（啓示 17:1，3，5）この女は世界中の間違った宗教全体を表していて，「神の真理の代わりに偽りを信じ」ています。 （ローマ 1:25）それらの宗教はいろいろな点で異なっているものの，どれも何らかの仕方で真の神エホバへの崇拝から人々を引き離しています。（申命記 4:35）
大いなるバビロンとは何かを知るためのヒント
1.大いなるバビロンは象徴的なもの。「啓示」の書は「しるしによって」書かれているので，大いなるバビロンは実際の女性ではなく象徴的なものと考えるのは筋が通っています。（啓示 1:1）しかも，その女は「さまざまな種族や群衆や国や言語の人々」を表す「多くの水の上に座」っています。（啓示 17:1，15）実際の女性にはそのようなことはできません。
2.大いなるバビロンが表すものは世界中で見られる。それは「地上の王たちを支配している大きな都市」と呼ばれています。（啓示 17:18）ですから，その規模と影響力は世界的なものです。
3.大いなるバビロンは宗教的なものであり，政治的あるいは商業的なものではない。古代バビロンは宗教に染まった都市で，心霊術的な「呪文」や「呪術」で知られていました。（イザヤ 47:1，12，13。エレミヤ 50:1，2，38）実際そこに住む人たちは，真の神エホバに敵対する間違った宗教を実践していました。（創世記 10:8，9; 11:2-4，8）バビロンの支配者たちは傲慢にも，自分をエホバとエホバへの崇拝より上に高めました。（イザヤ 14:4，13，14。ダニエル 5:2-4，23）大いなるバビロンも「心霊術」を行うことで知られています。そのことは，大いなるバビロンが宗教的なものであることを示しています。（啓示 18:23）
大いなるバビロンは政治的なものではありません。大いなるバビロンが滅びる時に「地上の王たち」が嘆くからです。（啓示 17:1，2; 18:9）また，聖書は「地上の商人たち」とも区別しているので，商業的なものでもありません。（啓示 18:11，15）
4.大いなるバビロンの特徴と間違った宗教の特徴は一致する。間違った宗教は，真の神エホバと親しくなる方法を教えるのではなく，他の神々を崇拝するように人々を仕向けます。聖書はこのことを，「他の神と売春をする」と表現しています。（レビ記 20:6，脚注。出エジプト記 34:15，16）多くの間違った宗教は，三位一体や不滅の魂，崇拝に像を用いることなど，古代バビロンを起源とする教えを広め続けています。また，そうした宗教は神への崇拝に，神に敵対する「世」への愛を混ぜ込んでいます。神に不忠実なそうした行為を聖書では「姦淫」と呼んでいます。（ヤコブ 4:4，脚注）
聖書は，大いなるバビロンが「紫布と緋色の布の衣服を着て，金と宝石と真珠で身を飾」ると描写していますが，それは間違った宗教が持っている富やそれを見せびらかす態度とぴったり合っています。（啓示 17:4）大いなるバビロンは，「地上の極めて不快なものの母」，つまり実際には神の名を汚す教えや行いの源となっています。（啓示 17:5）間違った宗教に属している人たちは，大いなるバビロンを支持する「さまざまな種族や群衆や国や言語の人々」です。（啓示 17:15）
大いなるバビロンは，「地上で殺された全ての人の」死の責任を負っています。（啓示 18:24）歴史を通じて，間違った宗教は戦争を支持しテロ行為をあおってきただけでなく，愛の神エホバについての真理を教えることを怠ってきました。（ヨハネ第一 4:8）その結果，多くの血が流されてきました。
神は大いなるバビロンをどう見ているか
神から見て，大いなるバビロンの「罪は積み重なって天にまで達し」ています。（啓示 18:4，5）神についてのうそを広めて信者を食い物にしている間違った宗教に，神は怒りを感じています。
大いなるバビロンはどうなるか
聖書には，「神は[大いなるバビロン]に有罪宣告をした」と書いてあります。（啓示 18:20）そして，神が間違った宗教を全て終わらせることが象徴的な言葉で予告されています。（啓示 18:8）神は，強力な政治組織を表す緋色の野獣に，間違った宗教を攻撃し完全に滅ぼすという考えを入れます。（啓示 17:16，17）「大きな都市バビロンは，このように激しい勢いで投げ落とされ，二度と見られなくなります」。（啓示 18:21）ですから，神を喜ばせたいなら間違った宗教から「出て」，離れなければならないというのはもっともなことです。（コリント第二 6:14-17）
[脚注]
「どうすれば真の宗教を見つけられますか」という記事をご覧ください。
​三つ組の神シン，イシュタル，シャマシュを象徴するものが描かれているバビロンのナボニドス王の石碑
[クレジット]
Photograph taken by courtesy of the British Museum
​​​​​​​









^ ***イ聖 記事85 ハルマゲドンの戦いとは何ですか***
ハルマゲドンの戦いとは何ですか
聖書の答え
ハルマゲドンの戦いとは，世界中の政府と神との間の最終的な戦争のことです。それらの政府と支持者たちは現在でも神に敵対していて，神の統治に従うことを拒んでいます。（詩編 2:2）ハルマゲドンの戦いにより，人間による支配は終わりを告げることになります。（ダニエル 2:44）
「ハルマゲドン」（アルマゲドン）という言葉は，聖書の中に1回だけ，啓示16章16節に出てきます。「啓示」の書つまり黙示録の預言によると，「全世界の王たち」が「全能の神の大いなる日の戦争」のために「ヘブライ語でハルマゲドンと呼ばれる場所」に集められます。（啓示 16:14）
ハルマゲドンで戦うのは誰か。イエス･キリストが天の軍勢を率いて，神の敵たちと戦います。（啓示 19:11-16，19-21）それらの敵には，神の権威に敵対する者や，神を侮辱する者が含まれます。（エゼキエル 39:7）
ハルマゲドンの戦いは中東で行われるのか。そうではありません。ハルマゲドンの戦いは1つの地域で行われるのではなく，地球全体に及びます。（エレミヤ 25:32-34。エゼキエル 39:17-20）
ハルマゲドン（ヘブライ語「ハル メギッドーン」）という表現には，「メギドの山」という意味があります。メギドとは，古代イスラエルの領地にあった町のことです。その付近では幾つもの重大な戦いが行われ，聖書に記録されているものもあります。（裁き人 5:19，20。列王第二9:27; 23:29）しかし，ハルマゲドンという言葉は，古代メギドの周辺を指しているのではありません。その地域に大きな山はありませんし，隣接するエズレルの谷あいの平原全体にも神の敵全ては収まりきらないからです。ですから，ハルマゲドンとは，国々が結集して神の統治に最後の抵抗をする世界情勢のことです。
ハルマゲドンの戦いの間どんなことが起きるか。神が自分の力をどのように使うのか，はっきりとしたことは分かりません。とはいえ神は，過去にしたように，ひょう，地震，豪雨，火と硫黄，稲妻，疫病などを駆使して戦うことでしょう。（ヨブ 38:22，23。エゼキエル 38:19，22。ハバクク 3:10，11。ゼカリヤ 14:12）神の敵たちは混乱し，殺し合う場合もあると思われます。それでも最終的には，自分たちが戦っている相手が神だと気付くことになります。（エゼキエル 38:21，23。ゼカリヤ 14:13）
ハルマゲドンの戦いによって世界は終わるのか。人間は地球で永遠に暮らすことになっているので，地球が滅びることはありません。（詩編 37:29; 96:10。伝道の書1:4）ハルマゲドンの戦いによって人類は滅亡するのではなく，救われます。神に仕える人たちの「大群衆」が生き残るからです。（啓示 7:9，14。詩編 37:34）
聖書の中では，神に敵対する人間社会を指して「世」という言葉が使われていることがあります。（ヨハネ第一2:15-17）それで，ハルマゲドンの戦いで神に従わない人間社会が滅びるという意味で，「世の終わり」が来ると言えます。（マタイ 24:3，「ジェームズ王欽定訳」[英語]）
ハルマゲドンはいつ起きるのか。イエスは，ハルマゲドンの戦いでクライマックスを迎える「大患難」について話した時，こう言いました。「その日と時刻については誰も知りません。天使たちも子も知らず，父だけが知っています」。（マタイ 24:21，36）とはいえ聖書によると，ハルマゲドンはイエスの臨在の間に，つまりイエスが神の王国の王として治めている間に起きます。そのイエスの臨在は目には見えませんが，1914年にすでに始まっています。（マタイ 24:37-39）
​​​​​​
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